
倶知安町防火管理者連絡協議会設立経緯



－５－

防火管理者連絡協議会設立までの経緯

　
昭和36年、防火管理者制度に関する消防法の改正に伴い、制度の法制化が図ら

れ、倶知安町内においても防火管理者を設置する企業・事業所が多数存在してくる

中、防火管理者同志の情報共有・今後の制度の維持継続、消防署との連携協議の

場がなく防火管理業務に不安を抱えている企業等があることを認識し、防火管理者と消

防署が連携協議を行う機会の必要性を鑑み、昭和44年8月30日に倶知安町の防火防

災の一端を担うため、秋山有俊氏（金毘羅寺）が発起人代表とし他13名が設立に伴う

発起人会を開催、倶知安町内にある企業・事業所へ声掛けをし昭和44年10月17日に

設立総会が開催された。初代会長 南河 幸治氏（南河旅館）副会長 中井 亀太

郎氏（第一会館）滝沢 正氏（倶知安中学校校長）が選出され、「防火管理者相互の

融和協調と職場の防火管理に関する研究を行い事業所等の健全な振興発展に付与

すること」を目的とし、数多くの企業・事業所から賛同加盟をいただき、会員数73名にて

倶知安町防火管理者連絡協議会が誕生しました。それから、半世紀の月日が流れ長

きに渡り倶知安町防火管理者連絡協議会は会員はじめ数多くの人々に支えられながら

当協議会を運営することができました。

現在は石本 要会長を筆頭に会員数120名を数え、職場の防火はもとより、倶知安町

の防火・防災のリーダーを担う人材の育成にも活動の幅を広げております。
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昭和44年10月17日 設立総会式次第 出席者名簿



発起人会 ########

金毘羅寺 秋山有俊 全14名

自衛隊 荒若　正

倶小 石田　捨雄

電報電話局江川　明
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昭和44年10月17日設立当時

倶知安防火管理者連絡協議会役員名簿


